
食生活の一分析(第2報)

食の色 と味について

高 野 三 郎

緒 言

果物や野菜の研究で栽培条件の違 いに よる成分,特 に

ビタミンCの 差 などに変化があ るとした研究報告が最近,

い くつかみ られる1～3)。

みかんの栽培条件 では温室栽培 と露地栽培で沢村 ら4)

は前者にビタ ミンC量 が2割 方低 い としている。 ここで

は主に栽培条件 の異 なる果物 と色について検討す ること

とした。前報5)では果物 の味 と色 との関連 を知 る 目的で,

各種果物の味(糖 度な ど)と 色につ いて調べ た。 しか し

果物 を購入す る際 の目安 となる色についてはなか なか表

現 しに くいのが現状である。前回は一部のみかんの色の

状態を視覚に よる観察で記載す るに留めた。今 回はさ ら

に色の変化のみられ る温州みかんを試料 として基礎 的な

色に関す る実験 を行 うこ とに した。温州みかんは現在,

5月 頃よ り温室 もの即 ち,ハ ウスで栽培(ビ ニールハ ウ

ス栽培),生 産 された ものが市場 に出廻 ってい る。 そこ

で,9月 中旬頃よ り出荷 され る早生 もの(露 地栽培)と

ハ ウス栽培のハ ウス ものを同時購入 して試験 した。実験

では購入 したみかん を一定期間保存す る一方,色 の変化

を色差計に よる色差,ま たは撮影 した写真の比較に より

表わ し,検 討 した。

実 験 方 法

1.実 験試料 市販 の温州みかん をハウス栽培 されたも

の(ハ ウスみかん),露 地栽培 された早生 もの(早 生みか

ん)に 分 けて購入 し実験試料 とした。それぞれ実験 に際

しては室温,冷 蔵庫保存に分 けて観察 した。

2.糖 度測定 前 回同様屈折糖度計 で測定 し示 した。

3.色 差計 日本電色工業株 式会社,ND-101BP型 デ

ィジタル色差計 を用いた。試料のみかんの果皮 および果

汁の色 をこの色差計に よって測定 して示 した。

色差計 は左図の様に黄,赤,青,緑 の4色 を組み合せ

て示 した もので,明 度(△L),緑 味(△a),黄 味(△

b),△E(色 差)=△a2十 △b2十 △Lで 示 した。

4.写 真 試料は写真撮影によって得 られた写真 でみか

んの果皮の色を比較 し検討 した。

実験結果および考察

第1図 に市販の温州みかんの糖度の変化 を示 した。 こ

れよ りハウスみかんではその糖度が8～12と ややバ ラツ

キがあったが高 い値 を示 した。ハ ウスみかんは早いもの

で5月 頃か ら市場に出廻 るもので,9月 以降の ものは果

皮が黄色 を呈 してお り,糖 度が8以 上 となって いた。冷

蔵庫保存す ると室温に保 った ものよ り低い値 を示 した。

冷蔵庫 では熟度 の進行 が遅い もの と思われる。早生 もの

即 ち早生みかんは糖度が6～8と ハ ウスみかんよ り低 い

糖度 を示 した。冷蔵庫保存 した結果 では,こ れ も明 らか

に室温の もの より低 い値 を示 した(第1図)。

第1,2,3表 は色差計 を用 い,み かんの果皮及び果汁

の色差な どを測定 して示 したものである。

第1表 は10月6日 購入 した市販みかんを冷蔵庫 と室温

に一定期 間保存 し,色 差計 でその経 日変化 をみたもので,

果皮や果汁の色の変化で表わ し示 した ものである。測定

は10月11日,13日,18日 に行 った。

色差計で示 された△Lは 明暗を表わ してお り,△Lが

(+)の ときは明,(一)の ときは暗 を示す。△aは 緑色度

合 を示 し,(一)が 緑味が大,(+)の ときは緑味が小 であ

ることを示 している。一方,△bは 黄色度合 を示 し,(+)

の ときは黄味が大,(一)の ときは黄味が小 であるこ とを

示 している。

色差 の目安 となる色の色差管理図
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第1図 市販みかん糖度変化

10月6日 購入直後の色差では,ハ ウスみかん と早生み

か んを比較す ると早生みかんの方が暗 く,緑 味 も大 きか

った。 しか し早生 の方はハウスの方よ り黄味が小 であり,

明暗,緑 味が黄味に も影響 を及 ぼしているもの と思われ

た。今 回測定 しなかったが早生 には緑 味の元 となるクロ

ロフィルが残存 し,カ ロチノイ ド色素 がハ ウス もの より

少 ないため,色 差 でも暗 く,黄 味が小 さ くなったもの と

考 えられる。

次に,10月11日,18日 にそれ ぞれのみかん を一定期 間

保存 して色差を測定 したが,両 者のみかんの間には10月

6日 測定の もの と同様な傾 向がみ られ,早 生みかんの方

が暗 く,緑 味が大 で,黄 味が小であった。10月6日 測定

の もの と比較する と早生みかん とハウスみかんの間には

保存によって黄味 の差が少 な くなる傾 向がみ られ,早 生

みかんに もカロチ ノイ ド色素の合成が なされてきたもの

と考 え られ た(第1表)。

第2表 では果汁 の実験結果 を示 した。 ここでは早生み

かんの方がハウスみかんよ り明 るい結果が得 られた。こ

れ は果 汁を調製す るに際 し,み かんを搾汁 し,さ らに濾

過液 とした。早生みかんはハウスみか んよ り搾 汁が容 易

で濾液 も透明であった。このことよ り,こ の早生みかん

の△Lが 大なる結果は,む しろハウスみかんよ りも果汁

第1表 みかんの果皮の色差計による測定値

DLDaOb DE

10月6日

購入
一13 .4-14.9-11.0

ハウスみかん (撫酬(跳蹴 艦 舗:)
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10月6日

團 購入
一3 .0-13.2-3.1 13.9NBS
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第2表 みかん果汁の色差計による測定値
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と早生みかん

4:4-0.6

(早生の方が14.5透明度大(明るい))〈灘)

一 〇
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の透明度が大であることによるもの と推察 された(第2

表)。

第3表 では果皮の色差計 による測定結果 を示 した。み

かん を保存する と室温ではハ ウス もの,早 生 もの共に,

1～2週 間経過す ると,緑 味が うすれ,次 第に減少す る

ことが認め られた。それ も,甘 味がやや高 くなる約1週

間後に緑味が低下 してい くことが しられ た。この時期か

ら緑味の成分であるクロロフィルが低下す るもの と思わ

れ る。 この事から購入 した早生みかんは少な くとも室温

に数 日間保存 して,緑 味が薄れて きた時点で食べ ること
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第3表 保存期間の違いによるみかん果皮の色差計 によ

る測定値(室 温保存)

測定 日 DL Da △b

10月6日

購入

ハ11日 測 定 5.3 1.9 4.8
ウ

ゑ13日 測定 6.1 6.0 5.2
カ ・

ん18日 測室 4.9 8.3 2.9

10月6日

購入

星1旧 測定
み13日 測定

15.7

15.2

3.6

4.9

12.7

12.1
か
ん18日 測定 15.0 8.8 12.5

が良 いと考 えられ る(第3表)。

次に写真について記述す る。写真1は 先ず9月30日 購

入 した直後のみかん(早 生みかん とハ ウスみかん)を 撮

影 したものである。写真2は これ らを1週 間室温に保存

1°月6驟 劉 矣臘 離(赤 味が大)

写真29月30日 購入10月5日 撮 影

市販 みかん 室温保存

写真410月6日 購入10月12日 撮 影

市販 みかん 室温保存

写真610月6日 購入10月18日 撮 影

市販 みかん 冷:冷 蔵庫保存

写真19月30日 購入 市販みかん

衰

写真310月6日 購入 市販みかん

鋪

写真510月6日 購入10月12日 撮 影

市販みかん 冷:冷 蔵庫保存

写真710月6日 購入10月25日 撮影

市販みかん 室温保存
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した状態で撮影 したもので,そ の間の変化 をみたもので

ある。早生みかんは保 存することによ り緑味が薄れ,黄

味が よ り現われて いるのが観察される。ハウスみかんは

市販 されているものの多 くが黄味を呈 してお り,こ こで

も黄味が大でカロチ ノイ ド色素が多量に含 まれている も

の と思われた。写真3は10月 初 旬の6日 に購入 した市販

みかん を撮影 した ものである。早生みかんは緑色 を呈 し

ていたが,黄 味 もみ うけられた。 これ を1週 間保 存 して

撮影 したのが写真4と 写真5で ある。写真4で は室温保

存 と冷蔵庫保存(冷)の みかん を示 している。明 らか に早

生みかんでは室温保存 でもまだ緑味がみられている。 し

か し冷蔵庫保存の ものよ り黄味がみ られクロロフィルが

減少 しつつ あるもの と考 えられた。写真6は さらに1週

間保 存 を続 けた ものの写真である。冷蔵庫保存の早生み

かんには緑味がみ られ たが,室 温保 存の ものには黄味が

増加 している様 に観察 された。写真7は さらに1週 間室

温に早生みかん を保存 した写真で,殆 んど緑味がみ られ

な くなってお り,普 通みかん とほぼ近 い黄味 を呈 してい

た。今回の写真撮影 でも緑色の早生みかんが保 存す るこ

とにより成熟し,次 第に黄色化 してい く傾向が認め られ

た。一方,貯 蔵の方法によっては緑色の退色が進行 しな

いこ とか ら,あ る程度の長期の保 存が可能であることが

示唆 された。

食品の色の変化 をみてい く過程 で今 回分析 を行 なわな

か ったが,緑 色成分の クロロフィルや黄色の成分につい

て も検討す る必要があ ると考 えている。

本研究 の一部は本学共 同研究費によった もの である。
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